
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2002 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 新編 生物基礎（数研出版） 

副教材等 リード Light ノート生物基礎（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・学習を通じて科学的な自然観や倫理観を養い、科学的に探究する能力と態度を育てるために、毎時間の授業を、

常に目的意識を持って受けるようにしましょう。 

・授業の中だけでなく、日常生活の中の様々な場面で、知識を活用し新しい見方を得ることにより、豊かな考え

方、感じ方を身に付けましょう。 

・授業中は板書を書き写すだけでなく、考え方のポイントや、教員・クラスメイトの発言内容をメモし、振り返 

りとして、その日の授業内容を要約して文章にまとめたり、疑問に思ったことを質問するようにしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

a:知識・技能 

自分自身の健康や身近な環境問題を理解するために必要な生物の基礎的な知識に身につける。 

また、研究者として求められる素養を身に付けることも視野に入れ、知識の獲得に終わらず、 

知識を活用する力を身につける。 
 

b:思考力・判断力・表現力 

科学的な自然観や倫理観を養い、生物に見られる多様性と共通性を多面的に学び、自分自身も 

地球に住む生物として、生態系とその保全について考えていくことのできる力を身につける。 
 

c:主体的に学習に取り組む態度 

医療や自然環境の問題に興味・関心を持ち、身の回りの生物に目を向けようとする態度を身に 

つける。世の中の出来事と授業内容を意欲的に結び付け、科学的に探究する態度を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考力・判断力・表現力 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生物の共通性や我々の体が持つ

生命維持の機能をより深く理解

しているとともに、地球上に存

在するさまざまな生物がつくる

バイオームと生態系に関する知

識を総合的に身に付けている。 

実験で使用する器具をきちんと

取り扱うことができ、実験で起

こる様々な現象を見逃さない観

察力を身に付けている。 

自分が理解した内容を人に伝える

表現力がある。また、理解を深め

る過程で新たな疑問を見出し、解

決を目指して判断し、思考を深め

る能力を身に付けている。 

知識を受け止める態度に、理解し

たいという気持ちが表れている。

身近な生物や生命現象に興味・関

心を持ち、生態系の機能や保全に

ついて考えようとする態度を身に

付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

 

生
物
の
特
徴 

生物の多様性と共通性 

エネルギーと代謝 

呼吸と光合成 

a: 生物に共通する「細胞」の構造

と細胞小器官に関する知識を身に

つけている。生命活動に必要なエ

ネルギーを得る方法である「代謝」

に関する正しい知識と、それを促

進する「酵素」に関する正しい知

識を身につけている。 
 

b: 「生き物と言える条件とは？」

という問いから、生物の共通性に

ついて自らの考えを表現できる。

また、現在の地球に多様な生物が

いる理由について科学的に考察で

きる。カタラーゼ酵素実験（演示）

において、実験過程や結果の意味

を考え、きちんとまとめることが

できている。 
 

c: 身近な生物を通して生物の共

通性や多様性について興味・関心

を持ち、意欲的に学ぼうとしてい

る。 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

実験操作 

定期考査 

 

振り返り

シート 

 

班活動の

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

実験 

レポート 

 

 

振り返り

シート 

 

班活動の

取り組み 

 

実験 

レポート 

 

提出物 

 

遺
伝
子
と
そ
の
働
き 

遺伝情報とＤＮＡ 

遺伝情報の複製と分配 

遺伝情報の発現 

a: DNA の構造と働き、また、DNA

という遺伝情報を正確に分配する

しくみについて、正しい知識を身

につけている。バナナのＤＮＡ抽

出実験において、正しく器具を扱

えている。 
 

b: 生物の能力の違いや、細胞によ

って形や性質が異なる理由につい

て、遺伝子とタンパク質（酵素）の

関係から考察することができる。 

バナナのＤＮＡ抽出実験におい

て、実験過程や結果の意味を考え、

きちんとまとめることができてい

る。 
 

c: 生物と遺伝子の関係について

興味・関心を持ち、意欲的に学ぼ

うとしている。 
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学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

２
学
期 

生
物
の
体
内
環
境
の
維
持 

体内での情報伝達と調節 

体内環境の維持のしくみ 

 

a: 体内環境の維持に関わる「自律

神経系」と「内分泌系」の仕組みに

ついて、正しい知識を身につけて

いる。脳死と臓器移植の問題につ

いて、基本的な知識を身につけて

いる。心臓の拍動実験において、

正しく器具を扱えている。 
 

b: 体内環境の維持がどのような

意味を持つのかについて考察し、

自らの考えを表現できている。脳

死と臓器移植の問題について思考

を深め、自分の考えを表現できて

いる。心臓の拍動実験において、

実験過程や結果の意味を考え、き

ちんとまとめることができてい

る。 
 

c: われわれヒトを含む動物の体

内環境の維持について興味・関心

を持ち、意欲的に学ぼうとしてい

る。 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

実験操作 

定期考査 

 

振り返り

シート 

 

班活動の

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

実験 

レポート 

 

 

振り返り

シート 

 

班活動の

取り組み 

 

実験 

レポート 

 

課題 

レポート 

 

提出物 

免疫のはたらき 

顕微鏡の使い方 

a: 生体防御の仕組みについて理

解し、知識を身につけている。顕

微鏡を正しく扱う技能を身につ

け、自分の力でプレパラートを作

成し、ピントを合わせることがで

きる。 
 

b: 病原菌への感染から発症まで

の体内現象を考察し、免疫と健康

と医療について、情報を整理して

表現することができる。また、乳

幼児や高齢者といった免疫力の低

い健康弱者に対して何ができるか

考えることができる。 
 

c: 生体防御の仕組みについて興

味・関心を持ち、自らの健康に役

立てようという気持ちで学ぼうと

している。 
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学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

３
学
期 

植
生
の
多
様
性
と
分
布 

生
態
系
と
そ
の
保
全 

植生と遷移 

植生の分布とバイオーム 

生態系と生物の多様性 

生態系のバランスと保全 

a: 生態系の恵みと、われわれの生

活が生態系にどのような影響を与

えているのか事例に学び、生態系

の保全の重要性を理解している。 

 

b: 身近な生態系について探究活 

動を行い、その過程や結果をきち 

んとまとめることができている。 

生態系のバランスについて考察 

し、自らの考えを表現し、伝える 

ことができている。 

 

c: 生態系の保全について興味・関 

心を持ち、意欲的に取り組もうと 

している。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

実験操作 

定期考査 

 

振り返り

シート 

 

班活動の

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

実験 

レポート 

 

 

振り返り

シート 

 

班活動の

取り組み 

 

実験 

レポート 

 

課題 

レポート 

 

提出物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 

 

 


